
鹿児島ビワ革命的玉太り！サンビオで、かつてない大きさビックリ新記録！

　サンビオティックファーマーでご紹介したビワの全国的な指
導者であり、生産者でもある有馬会長のサンビオティックビワ
が今までに見たこともない素晴らしい生育で、周囲の農家さん
や農協の担当者を驚かせています。

　左は、今収穫中の有馬会長のビワです。ビワ農家の方なら、
この素晴らしさが分かるかと思います。まるまると太ったビ
ワ。ビワは大きいほど高く売れますが、今年の有馬会長のビワ
は、Ｌサイズ以上の割合が、なんと９３％（２Ｌ：３７％、
Ｌ：５６％、Ｍ７％） もありました！一般の農家さんはＬサイ
ズ以上は、４０％程度で、良くても６０％といいますから、こ
れは驚異的というより、革命的な記録です！（品種は一般的な
茂木種長崎早生）

　しかも、よく見てください。一本の果梗枝から５つも大きな
実がなっています。通常は３つくらいで、５つもならせると、
大きくならないか、枝が折れてしまうそうです。サンビオ
ティック栽培では、素晴らしい太い果梗枝がでてくるので、大
玉のビワが５つなっても耐えられるということです。本年、サ
ンビオティック栽培を行った、全ての園で大玉傾向が確認さ
れ、これは産地ブランド化に大きく貢献することができる、と
強い手ごたえを感じました。

　有馬会長の栽培によると、サンビオティック栽培では次の特徴があ
り、大玉で糖度・食味も良好なよいビワの収獲につながると言います。
１．発根がよく、葉が厚くテリが良い。
２．太い新梢が上がり、花がすっかり隠れるほど葉が立つ。
３．果実肥大は初期から良く、Ｌ玉以上比率が大幅に向上する。

　ちなみに、農協の担当営農課長に伺ったところ、これほどの大きなビ
ワをならせることは、剪定や栽培技術だけではできない、とのこと。微
生物資材と肥料がしっかりと効いた結果だろうとの結論でした。

　また、右の写真の通り、これだけの大きなビワがなっていながら、
次々ときれいな新葉が展開してきており、隔年結果も心配はなさそうで
す。菌力アップによる発根が、樹の体力をしっかりと支えています。

　左下は、昨年からサンビオティック栽培を始めた近隣の農家さん。実
は、圃場の条件が悪く、Ｍサイズより大きなビワができないと悩んでい

ました。そこで、昨年からサンビオティッ
クを導入して、なんと今年はＬ～２Ｌサイ
ズが中心だそうです！

これまで長年悩んできた大きな問題が一気に解決して「おかげでよかっ
た！」と満面の笑顔です。サンビオティック農業で、鹿児島のビワが続々
と変わっていくことが期待される大きな実りでした。
　ちなみに、使用したサンビオティック資材は、菌力アップ、糖力アップ、
鈴成で、詳しい栽培基準がお知りになりたい方は、ご連絡ください。
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きれいな新葉が次々に展開

最高級！２Ｌサイズのビワが鈴な
り

Ｌサイズ以上がなんと９３％！！




